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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗面化粧台等のカウンターに傾斜して取付ける水栓の取付用下地材の構造であって、
　前記水栓の水栓本体は筒状でその下端部に水栓本体の中央部より小径の筒状の取付部を
備え、この取付部に取付用下地材を装着してカウンターの取付孔に挿入し前記取付部の先
端部からパッドを装着して前記取付部にナットを固着するに、
　前記取付用下地材と前記パッドはそれぞれ円筒状でその円筒軸に対して直角な一端面と
円筒軸に対して同角度で傾斜する他端面から成り、互いの他端面が平行で互いの一端面が
前記カウンターの取付孔の縁部に当接するように装着され、前記取付用下地材の断面形状
は外周は円形で、内周は傾斜軸面と直交する直径よりも傾斜軸面における直径が長径の略
長円形状に形成され、前記取付用下地材の一端面と前記カウンターの取付孔の縁部との間
に封水用パッキンが挿入され、前記取付用下地材を取付部に対して異なる方向に挿入する
ことで、前記水栓を手前上方又は手前下方に傾けて前記水栓の傾きを調整可能であること
を特徴とする水栓の取付用下地材の構造。
【請求項２】
　請求項１に記載の水栓本体の取付用下地材の構造であって、前記取付用下地材の一端面
に前記カウンターの取付孔に内接する位置決め用突起が水栓本体の傾斜軸面に対称に二組
（合計四箇所）備えることを特徴とする水栓の取付用下地材の構造。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
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【０００１】
　本発明は、洗面化粧台等のカウンターに設けられる水栓に関し、詳しくは、カウンター
の表面に対して傾斜して取付けられる水栓の取付用下地材の構造に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、洗面化粧台等に設けられる水栓は、水栓の傾斜角度やシャワーヘッドの高さ位置
、或いはボウルの底面形状や排水口の位置によって水ハネや排水不良が発生していた。こ
の水ハネや排水不良の状態を解消するために洗面化粧台等のカウンターに設けられる水栓
の構成については、特許文献１に記載の内容が知られている。
【０００３】
　 この特許文献１によれば、図６に示すように、洗面化粧台のカウンター１の中央には
ボウル２が配置され、ボウル２の後方で垂直面に対してやや傾斜して立設する前壁面３に
ホルダー８が取付けられ、水栓Ｒの水栓本体としてのスライド管１５がホルダー８によっ
て着脱自在に支持されている。スライド管１５の先端にシャワーヘッド６を備える。
【０００４】
　 ホルダー８は、前壁面３の取付孔３ａに傾斜して嵌め込まれ、このホルダー８の内部
にはカウンター１の前方に傾斜する挿入孔９が形成され、ホルダー８の上部内周には環状
に開口した凹部１０が形成される。そして、凹部１０にはスライド管１５を引き上げた位
置で固定するためのリング１１を収容し、リング１１は周面に外嵌されたスプリング１２
の弾力性によりスライド管１５の外周面に付勢されて、凹部１０の上方よりスリーブ１３
を介してナット１４を螺着することでリング１１が凹部１０内に保持される。
【０００５】
　 そして、スライド管１５を上下スライドしてリング１１で固定することによりシャワ
ーヘッド６の高さ位置を調整し、シャワーヘッド６からボウル２に落ちる水の位置を変え
て水ハネや排水不良が発生しない状態を選ぶことができる。
【特許文献１】特開平１０－１５２８７１号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところが、色んなタイプの洗面化粧台が発売されているが、水ハネや排水不良の状態を
解消するためのホルダー８の構成が複雑なので汎用性に劣るという問題があった。また、
ホルダー８の種類を数多く用意するとコスト高という問題があった。
【０００７】
　そこで、本発明は上記問題を解決して、ボウルに落ちる水の位置を変えるため、水栓を
カウンターに対して安価な方法で容易に傾斜して取付けることができる水栓の取付用下地
材の構造を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１の発明は、洗面化粧台等のカウンターに傾斜して取付ける水栓の取付用下地材
の構造であって、前記水栓の水栓本体は筒状でその下端部に水栓本体の中央部より小径の
筒状の取付部を備え、この取付部に取付用下地材を装着してカウンターの取付孔に挿入し
前記取付部の先端部からパッドを装着して前記取付部にナットを固着するに、前記取付用
下地材と前記パッドはそれぞれ円筒状でその円筒軸に対して直角な一端面と円筒軸に対し
て同角度で傾斜する他端面から成り、互いの他端面が平行で互いの一端面が前記カウンタ
ーの取付孔の縁部に当接するように装着され、前記取付用下地材の断面形状は外周は円形
で、内周は傾斜軸面と直交する直径よりも傾斜軸面における直径が長径の略長円形状に形
成され、前記取付用下地材の一端面と前記カウンターの取付孔の縁部との間に封水用パッ
キンが挿入され、前記取付用下地材を取付部に対して異なる方向に挿入することで、前記
水栓を手前上方又は手前下方に傾けて前記水栓の傾きを調整可能であることを特徴として
いる。
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【０００９】
　請求項２の発明は、請求項１に記載の水栓の取付用下地材の構造であって、前記取付用
下地材の一端面に前記カウンターの取付孔に内接する位置決め用突起が水栓本体の傾斜軸
面に対称に二組（合計四箇所）備えることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１０】
　請求項１記載の発明によれば、前記取付用下地材と前記パッドはそれぞれ円筒状でその
円筒軸に対して直角な一端面と円筒軸に対して同角度で傾斜する他端部から成るので、水
栓をカウンターに傾斜して取付ける際に互いの他端面が平行な状態であるとともに互いの
一端面が平行に成るような位置関係で前記カウンターの取付孔の縁部にガタ付きなく簡単
且つ確実に装着することができる。
【００１１】
　さらに、前記取付用下地材の他端部と前記カウンターの取付孔の縁部との間に挿入され
る封水用パッキンによって、カウンターに流れる使用水の漏れを確実に防止することがで
きる。このように、安価な前記取付用下地材と前記パッドを用いて角度を変えることで水
栓をカウンターに対して容易に傾斜して、ボウルに落ちる水の位置を変えられるので低コ
ストで水ハネや排水不良の状態を解消できる。加えて、前記取付用下地材の円筒状の断面
形状は内周が略長円形状に形成されるので、水栓本体の筒状の取付部は傾斜軸面内で安定
して傾斜することができる。
【００１２】
　請求項２記載の発明によれば、前記取付用下地材の一端面に前記カウンターの取付孔に
内接する位置決め用突起が水栓本体の傾斜軸面に対称に二組で合計四箇所備えるので、前
記取付用下地材を前記カウンターの取付孔に容易に位置合わせできて、請求項１の発明の
効果と同様の効果が得られる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　以下に、本発明の実施形態を図１～図５に基づいて説明する。
【００１４】
　＜水栓の取付用下地材の構造の構成＞　
　図１、図２、図３に示すように、本発明の水栓２１は、洗面化粧台２２のカウンター２
３に備えるボウル２４に、湯や水を注いで手や顔を洗うために取付けられるカートリッジ
式の混合式シングルレバーの水栓２１である。
【００１５】
　水栓２１はシングルレバー２５と蛇口２６を備え、水栓２１の水栓本体２１ａに水用の
管２７と湯用の管２８が連結され、水栓本体２１ａの内部には湯水混合水栓としての図示
しないカートリッジが内蔵される。そして、シングルレバー２５を左右に回転して湯と水
の割合を調整し、シングルレバー２５を上下に移動して水量を加減し、温度と水量が調整
された吐水は蛇口２６からボウル２４に吐出される。
【００１６】
水栓２１は垂直線に対して角度αで傾斜し取付用下地材３０を用いてカウンター２３に取
付けられる。水栓２１の水栓本体２１ａは筒状でその下端部に水栓本体２１ａの中央部よ
り小径の筒状の取付部２１ｂを備える。　
　 この取付部２１ｂに取付用下地材３０を装着してカウンター２３の取付孔２３ａに挿
入し取付部２１ｂの先端部からパッド３１を装着して取付部２１ｂにナット３２で固着す
る。
【００１７】
　 取付用下地材３０とパッド３１はそれぞれ円筒状を角度αに傾斜して形成され、円筒
軸に対して直角な一端面３０ａ、３１ａと、一端面３０ａ、３１ａに対して角度αで傾斜
する他端面３０ｂ、３１ｂとから成る。
【００１８】
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　 それぞれの一端面３０ａ、３１ａはカウンター２３の取付孔２３ａの縁部２３ｂに当
接するように装着されるが、このとき互いの他端面３０ｂ、３１ｂを平行な状態にする。
そして、取付用下地材３０の一端面３０ａとカウンター２３の縁部２３ｂとの間に封水用
パッキン３３が挿入される。
【００１９】
　ここで、取付用下地材３０の一端面３０ａにカウンター２３の取付孔２３ａに略内接す
る位置決め用突起Ｑが水栓本体２１ａの傾斜軸面Ｐに対称に二組（合計４箇所）備えて形
成される。
【００２０】
　 取付用下地材３０の円筒状の断面形状は外周は円形で、内周は傾斜軸面Ｐにおける直
径Ｓ１と傾斜軸面Ｐと直交する直径Ｓ２との関係がＳ１＞Ｓ２で略長円形状に形成される
。
【００２１】
　 なお、図２において、パッド３１の一端面３１ａと縁部２３ｂとの間に隙間３５が存
在するが、この隙間３５を除くほぼ全域でパッド３１は縁部２３ｂに当接するのでパッド
３１は安定して装着されるが、パッド３１の一端面３１ａと縁部２３ｂとの間に全周が当
接するように図示しない座金を挿入しても構わない。
【００２２】
　取付用下地材３０の材質は樹脂又はステンレス等の錆びない金属、或いは鋼材にメッキ
処理や白地塗装仕上した材料が用いられる。
【００２３】
　＜水栓の取付用下地材の構造の作用＞
　図４（ａ）に示すように、ボウル２４内の排水口２４ａの水栓２１に近い縁部Ｔに水が
当たって水ハネ２４ｂが生じる場合には、図４（ｂ）に示すように、取付用下地材３０を
挿入して水栓２１を手前下方に傾け、排水口２４ａの縁部から遠ざけて水栓２１に近づく
位置Ｔ１に水を落すと、水ハネが防止できるとともに水捌けもよくなり排水不良がなくな
る。
【００２４】
　図５（ａ）に示すように、水栓ボウル２４内の水栓２１から遠い位置の排水口２４ａの
縁部Ｔ３に水が当たって水ハネ２４ｂが生じる場合には、図５（ｂ）に示すように、取付
用下地材３０を挿入して水栓２１を手前上方に傾け、水栓２１からさらに遠ざかる位置Ｔ
４に水を落して水ハネを防止すると水捌けもよくなって排水不良がなくなる。なお、取付
用下地材３０の傾き方向は、図４（ｂ）と図５（ｂ）では１８０度異なる方向に挿入され
る。
【００２５】
　上記、取付用下地材３０とパッド３１は互いの一端面３０ａ、３１ａが平行の状態で互
いの他端面３０ｂ、３１ｂも平行となる状態で装着されるので、水栓本体２１ａをカウン
ター２３の取付孔２３ａにガタなく安定して取付けることができる。取付用下地材とパッ
ドは安価に形成できるので色んなタイプの洗面化粧台に対して種類を数多く用意してもコ
ストを抑えることができる。また、水栓２１やカウンター２３の形状を変更や加工する必
要がない。
【００２６】
　さらに、取付用下地材３０の円筒状の断面形状は内周が略長円形状に形成されるので、
水栓本体２１ａの筒状の取付部２１ｂは傾斜軸面Ｐ内で安定して傾斜することができる。
【００２７】
　そして、取付用下地材３０の一端面３０ａにカウンター２３の取付孔２３ａに内接する
位置決め用突起Ｑが水栓本体２１ａの傾斜軸面Ｐに対称に二組（合計４箇所）備えるので
、取付用下地材３０を取付位置のバラツキもなく取付孔２３ａの略中心Ｐ１に位置させて
確実且つ容易に縁部２３ｂに当接することができるので、封水用パッキン３３によって水
は漏れることなく確実にボウル２４内に流出される。また、封水用パッキン３３を用いる
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【００２８】
　以上、本発明の実施例を図面に基づいて説明したが、具体的な構成はこの実施例に限ら
れるものではなく本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計変更等があっても本発明に含まれ
る。
【００２９】
　水栓２１の断面形状は必ずしも略円形とは限らず様々な形状が存在するので、取付用下
地材３０とパッド３１の形状は使用する水栓２１の形状に対応して形成される。
【００３０】
　取付用下地材３０は上下二段重ねで合計角度が角度αと成るように形成すれば、必要に
応じてどちらかを抜いて一段として使用できるので、角度の微調整が容易に実施できる。
【図面の簡単な説明】
【００３１】
【図１】本発明の実施形態における、水栓２１がカウンター２３の表面に対して傾斜して
取付けられた状態を示す側面図である。
【図２】本発明の実施形態における、図１のＡ－詳細図である。
【図３】本発明の実施形態における、図２のＢ－Ｂ矢視図である。
【図４】本発明の実施形態における、（ａ）は、ボウル２４内の排水口２４ａの水栓２１
に近い縁部Ｔに水が当たる状態を示す断面図、（ｂ）は、取付用下地材３０を挿入してさ
らに水栓２１に近づく位置Ｔ１に水が当たる状態を示す断面図である。
【図５】本発明の実施形態における、（ａ）は、水栓ボウル内の排水口２４ａの水栓２１
から遠い縁部Ｔ３に水が当たる状態を示す断面図、（ｂ）は、取付用下地材３０を挿入し
てさらに水栓２１から遠ざかる位置Ｔ４に水が当たる状態を示す断面図である。
【図６】従来例における、水栓Ｒのカウンター１の前壁面３に固着状態を示す一部断面視
側面図である。
【符号の説明】
【００３２】
　 ２１　水栓
　 ２１ａ　水栓本体
　 ２１ｂ　取付部
　 ２３　カウンター
　 ２３ａ　取付孔
　 ２３ｂ　縁部
　 ３０　取付用下地材
　 ３０ａ　一端面
　 ３０ｂ　他端面
　 ３１　パッド
　 ３１ａ　一端面
　 ３１ｂ　他端面
　 ３２　ナット
　 Ｑ　位置決め用突起
　 Ｐ　傾斜軸面
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